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ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
来
、
天
国
と
地
獄
は
多
く
の
画
家
達
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
来
た
。
だ
が
、
お
も
し
ろ
味
、
あ
る

い
は
迫
力
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
私
は
地
獄
図
に
軍
配
を
あ
げ
た
い
。
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
怪
物
見
た
さ
ゆ
え
の

こ
と
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
田
淵
安
一
氏
は
こ
う
言
う
。

　
「
地
獄
の
凄せ
い
さ
ん惨
を
精
細
に
描
く
腕
を
も
つ
画
家
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
天
国
を
描
い
て
観
る
者
を
晴
朗

な
悦
び
に
誘
う
画
家
は
稀
だ
。
地
獄
を
描
く
の
は
、
サ
ス
ペ
ン
ス
を
組
み
立
て
る
の
に
似
て
、
暗
部
を
刳え
ぐ

る
手
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
自じ
ぎ
ゃ
く虐
の
悦
び
を
隠
し
き
れ
な
い
。
天
国
像
を
描
け
る
画
家
の
素
質
は
そ
う

で
は
な
い
。
天
与
の
明
る
さ
が
な
く
て
は
叶
わ
な
い
」。（『
西
の
眼 

東
の
眼
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
一
年
）

　

こ
の
一
文
が
《
三
天
界
》
を
語
り
つ
く
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
私
の
稚
拙
な
コ
メ
ン
ト
な
ど
不
要
だ
。

　

天
界
、
そ
れ
は
我
々
の
住
む
地
球
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
別
次
元
の
世
界
か
。
そ
れ
は
天
国
と
ど
う
関
連
し
て
い

る
の
か
。
我
々
凡
俗
に
と
っ
て
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
作
品
ほ
ど
鮮
明
な
色
彩
で
、
し
か
も

気
高
く
天
国
像
を
描
い
た
画
は
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
数
多
の
田
淵
作
品
の
中
で
、
私
は

こ
の
水
彩
画
の
小
品
が
最
も
好
き
だ
。

　

な
お
《
三
天
界
》
は
一
九
九
〇
年
、「
田
淵
安
一
特
別
展
」（
奈
良
県
立
美
術
館
）
へ
出
品
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

因
み
に
家
内
が
求
め
た
も
の
。
バ
ブ
リ
ー
な
時
代
と
は
い
え
、
主
婦
が
ヘ
ソ
ク
リ
で
買
う
こ
と
が
出
来
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

鈴
木
正
道
（
千
葉
県
柏
市
）

■ 
田
淵
安
一
《
三
天
界
》

「
天
与
の
明
る
さ
」
を
も
つ
画
家
が
描
く
天
国
像

田淵安一（たぶち・やすかず／ 1921-2009 年）

福岡県生れ。洋画家。猪熊弦一郎に師事。東
大美術史卒後フランス留学、同地に定住。
1985 年フランス政府よりオフィシェ勲章。
和漢洋の伝統を踏まえ、鮮明な色調による抽
象画を発表。パリで没。88 歳。

田淵安一 《三天界》

水彩 ・ 紙　30.0 × 40.5cm　1989 年
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大
沢
昌
助
氏
は
九
三
歳
の
生
涯
の
中
で
、
絶
え
ず
「
変
身
と
変
貌
」
を
続
け
た
。
そ
れ
は
意
識
的
に
変
化
し
て
行

く
の
と
は
全
く
異
な
る
よ
う
だ
。
一
九
八
八
年
七
月
、
画
伯
八
五
歳
の
時
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
「
日
ご
と
の
制
作
は
、
考
え
が
出
来
上
っ
て
制
作
す
る
も
の
で
は
な
い
。
考
え
も
制
作
と
一
緒
に
出
来
上
る
」。（
日

本
経
済
新
聞
「
美
の
現
場　

大
沢
昌
助
」）

　

ま
た
こ
う
も
言
う
。「
苦
労
し
て
描
い
た
絵
は
だ
め
」。

　

こ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
ま
さ
に
言
葉
通
り
の
作
品
で
あ
る
。
何
の
変
哲
も
な
い
ク
リ
ー
ム
色
の
紙
、
そ
し
て
無
機
質

な
数
字
が
、
大
沢
昌
助
の
手
妻
に
よ
っ
て
黒
い
紙
の
上
に
躍
り
出
し
、
私
を
い
き
な
世
界
へ
と
導
い
て
い
く
。
一
体
、

何
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
な
ど
と
考
え
る
こ
と
自
体
、
野
暮
天
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
見
る
人
間
が
勝
手
に

解
釈
す
れ
ば
い
い
の
だ
。

　

私
の
想
像
。
時
代
は
敗
戦
前
の
東
京
下
町
、初
老
の
男
が
着
流
し
て
大
川
端
を
散
歩
し
て
い
る
風
景
。
大
沢
氏
の
画
、

そ
し
て
風
貌
や
江
戸
前
の
口
調
に
至
る
ま
で
、
名
人
の
噺
家
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

こ
の
作
品
は
一
九
九
一
年
、
画
伯
八
八
歳
の
制
作
。
一
九
九
七
年
、「
追
悼
大
沢
昌
助 —

 

新
た
な
る
現
在 —

」
展

（
一
九
九
七
年
、
練
馬
区
立
美
術
館
）
に
出
品
さ
れ
た
。

　

な
お
、
個
人
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
九
三
年
秋
、
茶
の
湯
の
家
元
を
招
い
て
、
男
性
だ
け
の
お
茶
事
を
行
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
床
の
間
に
こ
の
作
品
を
掛
け
、
花
入
れ
は
中
川
幸
夫
氏
の
ガ
ラ
ス
作
品
を
使
っ
た
。
そ

し
て
食
事
は
家
内
手
作
り
の
洋
食
で
あ
っ
た
。
大
変
、懐
か
し
い
想
い
出
で
あ
る
。　
　
　

鈴
木
正
道
（
千
葉
県
柏
市
）

■ 
大
沢
昌
助
《
無
題
》

日
に
日
に
新
た
に
、
ま
た
新
た
に —

 

大
沢
昌
助
の
世
界
（
１
）

大沢昌助（おおさわ・しょうすけ／ 1903-1997 年）

東京生れ。1928 年東京美術学校西洋画科卒。
42 年二科賞。43 年二科会会員。54 年多摩美術
大学教授。65 年国際形象展で受賞。81 年池田
二十世紀美術館で個展。91 年練馬区立美術館で
回顧展。95 年中村彝賞受賞。97 年没。93 歳。

大沢昌助 《無題》

コラージュ ・ 紙　41.5 × 32.5cm　1991 年
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石
ば
し
る
垂た
る
み水
の
上
の
さ
蕨
わ
ら
びの
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　

 —
—

 

志し
き
の
み
こ

貴
皇
子

　

大
沢
昌
助
氏
の
最
晩
年
の
水
彩
画
《
め
ば
え
》
を
見
る
た
び
に
、
私
は
志
貴
皇
子
の
歌
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
万
葉
集
の
中

で
比
較
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
一
首
で
あ
る
。

　

作
品
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
ブ
ル
ー
の
流
れ
の
ご
と
き
も
の
は
、
垂
水
を
表
し
て
い
る
の
か
。
各
所
に
藪
椿
の
花

が
目
立
つ
。
半
抽
象
と
も
言
え
る
、
こ
の
画
は
早
春
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
概
し
て
早
春
は
淡
色
で
描
か
れ
そ

う
だ
が
、
ほ
ぼ
原
色
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
新
鮮
だ
。
画
伯
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

　
「
ど
う
も
原
色
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
絵
の
具
を
い
ろ
い
ろ
混
ぜ
な
い
ほ
う
が
き
れ
い
な
ん
で
す
」。（
産
経
新
聞

一
九
九
一
年
一
〇
月
二
五
日
）

　

私
は
こ
の
画
を
一
九
九
七
年
五
月
、
最
後
の
個
展
で
求
め
た
。
主
催
者
Ａ
さ
ん
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
終
了
後
、
私
達
夫

婦
を
、大
沢
氏
を
囲
む
食
事
会
へ
誘
っ
て
く
れ
た
。
画
伯
は
酒
を
飲
み
つ
つ
、映
画
や
音
楽
、ク
ラ
シ
ッ
ク
、ジ
ャ
ズ
、ロ
ッ

ク
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
熱
心
に
語
っ
て
い
た
。
確
か
そ
の
二
日
後
急
逝
、
九
三
年
八
か
月
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

画
伯
が
死
の
近
き
を
意
識
し
て
い
た
か
否
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
最
後
ま
で
明
る
い
画
を
描
き
続
け
た
。
天
与
の
明
る

さ
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。個
人
的
に
は
、氏
に
関
す
る
限
り
、私
の
脳
裏
に
物
故
作
家
と
い
う
認
識
は
存
在
し
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
作
品
も
一
九
九
七
年
秋
、
練
馬
区
立
美
術
館
で
催
さ
れ
た
「
追
悼
大
沢
昌
助 —

 

新
た
な
る
現
在 —

」
展

に
出
品
さ
れ
た
。
一
五
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
正
道  （
千
葉
県
柏
市
）

■ 
大
沢
昌
助
《
め
ば
え
》

万
葉
人
を
偲
ば
す
前
衛
絵
画 —

 

大
沢
昌
助
の
世
界
（
２
）

大沢昌助（おおさわ・しょうすけ／ 1903-1997 年）

東京生れ。1928 年東京美術学校西洋画科卒。
42 年二科賞。43 年二科会会員。54 年多摩美術
大学教授。65 年国際形象展で受賞。81 年池田
二十世紀美術館で個展。91 年練馬区立美術館で
回顧展。95 年中村彝賞受賞。97 年没。93 歳。

大沢昌助 《めばえ》

水彩 ・ 紙　40.0 × 58.0cm　1997 年
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松
永
敏
太
郎
は
「
ビ
ン
チ
ャ
ン
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
教
え
子
や
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
画
家
で
す
。

　

一
九
七
一
年
、
不
動
岡
高
校
『
学
友
会
だ
よ
り
』
に
「
私
は
あ
た
ら
し
い
も
の
は
で
き
る
だ
け
さ
け
て
、
自
分
の
生
活

に
と
け
こ
ん
で
い
る
も
の
を
か
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
然
を
凝
視
し
て
写
生
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
の
ず

と
自
分
の
心
を
表
す
と
い
う
や
り
か
た
か
ら
、
自
分
の
心
象
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
自
然
を
か
り
て
あ
ら
わ
す
と
い
う
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
凝
視
し
た
影
像
よ
り
も
心
に
浮
か
ん
だ
影
像
の
方
が
私
自
身
の
血
液
と
生
活
が
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。」
と
、
敏
太
郎
五
二
歳
時
の
作
画
論
を
適
切
に
美
し
い
文
章
で
残
し
て
お
り
ま
す
。

　
《
山
茶
花
を
見
る
女
》
は
敏
太
郎
三
七
歳
の
作
品
で
あ
り
、
画
風
、
表
現
力
、
感
じ
る
心
は
生
来
の
も
の
で
し
ょ
う
か
、

見
る
者
に
心
の
落
着
き
と
温
も
り
を
与
え
て
く
れ
、
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
頭
を
下
げ
て
し
ま
い
た
く
な
り
ま
す
。
敏
太
郎

が
「
非
売
」
と
記
し
、
生
涯
傍
ら
に
置
い
た
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

一
九
九
六
年
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
開
催
の
松
永
敏
太
郎
展
図
録
に
よ
る
と
《
山
茶
花
を
も
つ
女
》
は
一
九
五
五
年

の
作
品
で
、第
六
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、絵
の
裏
書
き
を
見
ま
す
と
、

〈
埼
玉
県
加
須
市
三
俣
・
松
永
敏
太
郎
、
国
際
具
象
派
協
会
・
松
永
敏
太
郎
、「
山
茶
花
を
見
る
女
」
松
永
敏
太
郎
、
非
売
、

会
三
〇
年
度
〉
と
自
筆
さ
れ
て
お
り
、
国
際
具
象
派
展
出
品
と
印
刷
さ
れ
た
出
品
票
ら
し
き
も
の
も
貼
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
来
タ
イ
ト
ル
は
「
山
茶
花
を
見
る
女
」
で
あ
っ
た
も
の
を
、
こ
の
と
き
間
違
え
て
「
山
茶
花
を

も
つ
女
」
と
記
載
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。《
山
茶
花
を
見
る
女
》
は
長
男
・
松
永
健
さ
ん
か
ら
お
譲
り
い

た
だ
い
た
、
ほ
く
さ
い
美
術
館
及
び
加
須
市
の
至
宝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

田
部
井
仁
市
（
埼
玉
県
加
須
市
）

■ 
松
永
敏
太
郎
《
山
茶
花
を
見
る
女
》

自
然
を
借
り
て
心
の
影
像
を
あ
ら
わ
す

松永敏太郎（まつなが・としたろう／ 1918-1986 年）

埼玉県生れ。1936 年東京美術学校本科油画
科に入学し、藤島武二教室に入る。41 年に斎
藤与里に師事。68 年日展で《晩秋の庭》が特
選を受賞。86 年没。68 歳。

松永敏太郎 《山茶花を見る女》

油彩 ・ キャンバス　46.0 × 38.0cm　1955 年
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一
九
八
四
年
、
利
一
が
五
二
歳
の
時
に
描
い
た
静
物
画
で
Ｆ
六
〇
号
の
大
作
で
す
。
白
百
合
の
あ
で
や
か
さ

と
壺
の
豪
華
さ
、
空
間
に
描
か
れ
た
白
百
合
の
花
び
ら
が
見
る
人
に
迫
り
ま
す
。
思
わ
ず
「
す
ご
い
な
ー
」
と

い
う
言
葉
が
出
る
ほ
ど
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

師
・
斎
藤
与
里
の
モ
ッ
ト
ー
「
楽
し
み
な
が
ら
絵
を
描
く
」
を
実
践
し
、
厚
塗
り
と
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
の
切

れ
た
使
い
方
に
よ
り
独
自
の
油
彩
の
世
界
を
切
り
開
き
、
優
れ
た
作
品
を
多
数
残
し
ま
し
た
。
本
絵
画
は
幾
多

の
作
品
の
中
で
も
最
高
傑
作
と
い
え
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

　

一
九
七
二
年
、
埼
玉
県
立
博
物
館
に
勤
務
、
後
に
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
創
設
に
参
加
し
、
準
備
室
長
と
し

て
絵
画
、
彫
刻
、
そ
の
他
美
術
品
の
収
集
に
つ
と
め
ま
し
た
。
開
館
後
は
副
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
埼
玉
県

の
美
術
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
文
部
大
臣
表
彰
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
《
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
白
百
合
》
に
は
「
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
白
百
合
は
夕
べ
に
映
え
て
香
り
高
け
り
我
が

窓
辺
」〔
Ｒ
Ｓ
〕
と
釘
で
キ
ャ
ン
バ
ス
を
ひ
っ
か
く
よ
う
に
詩
が
刻
ま
れ
、
叙
情
を
駆
り
立
て
ら
れ
ま
す
。

田
部
井
仁
市
（
埼
玉
県
加
須
市
）

■ 
澤
田
利
一
《
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
白
百
合
》

マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
白
百
合
は
夕
べ
に
映
え
て
香
り
高
け
り
我
が
窓
辺澤田利一（さわだ・りいち／ 1932-2002 年）

埼玉県生れ。1954 年埼玉大学教育学部美術
科卒。斎藤与里に師事し、埼玉県知事賞（洋
画 2 回、彫刻 1 回）を受賞。埼玉県立近代美
術館学芸部長、副館長。博物館の振興に貢献し、
文部大臣表彰を授与される。2002年没。70歳。

澤田利一 《マジョリカ壺の白百合》

油彩 ・ キャンバス　130.0 × 97.0cm　1984 年
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解
良
常
夫
は
平
成
九
年
、
五
七
歳
で
早
逝
し
て
い
る
。
短
い
人
生
だ
っ
た
が
、
画
業
は
光
陽
会
の
委
員
と
な
っ

た
昭
和
五
一
年
頃
か
ら
急
逝
す
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
光
陽
会
委
員
と
し
て
個
展
中
心
に
精
力
的
に
制
作
活

動
を
し
て
い
た
。

　

そ
の
画
風
は
フ
ォ
ル
ム
を
単
純
化
し
、
色
彩
と
マ
チ
エ
ー
ル
の
豊
か
に
描
か
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
に
生
命
力
が
宿
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

ま
た
、
後
半
の
一
〇
年
間
は
俑
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
剥
落
の
美
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
滅
び
ゆ

く
命
の
あ
わ
れ
さ
、
さ
び
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

私
は
生
前
の
解
良
常
夫
は
知
ら
な
い
。
た
ま
た
ま
平
成
一
九
年
七
月
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
八
重
洲
で
解
良
常
夫
遺

作
展
が
あ
っ
た
の
で
、
見
る
機
会
が
あ
り
遺
族
と
も
知
り
合
っ
た
。

　

そ
し
て
《
春
光
》
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
絵
は
昭
和
五
六
年
の
作
で
あ
り
、
解
良
常
夫
初
期
の

力
作
で
あ
る
。

　

画
面
の
山
は
遠
、
中
、
近
の
三
層
に
単
純
化
し
て
描
か
れ
、
天
空
の
左
か
ら
斜
め
に
春
の
光
が
一
条
降
り
注

い
で
い
る
図
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
絵
か
ら
、
古
今
集
の
紀
友
則
の
「
ひ
さ
か
た
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
」
を
連
想
す
る
が
、
日

時
に
散
り
ゆ
く
桜
花
の
あ
わ
れ
さ
、
さ
び
し
さ
も
感
じ
て
し
ま
う
。

小
川
榮
吉
（
埼
玉
県
川
口
市
）

■ 
解
良
常
夫
《
春
光
》

単
純
化
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
に
宿
る
生
命
力

解良常夫（けら・つねお／ 1939-1997 年）

東京生れ。1966 年、光陽展に初出品以来、
連続出品。76 年、光陽展で奨励賞を受賞、委
員に推挙。81 年、土陽美会を創設し、指導を
続ける。光陽会や個展、葛飾区美術家展など
を中心に発表。97 年没。57 歳。

解良常夫 《春光》

油彩 ・ キャンバス　72.0 × 60.0cm　1981 年
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相
原
求
一
朗
は
、
晩
年
北
海
道
の
山
々
を
「
北
の
十
名
山
」
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
《
山
麓
紅

染
む
旭
岳
》
と
い
う
の
が
あ
る
。

　

本
画
の
構
図
は
そ
の
旭
岳
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
本
画
は
《
厳
冬
旭
岳
》
で
あ
っ
て
季
節
が
異
な
る
。

　

絵
の
大
き
さ
も
異
な
る
。《
山
麓
紅
染
む
旭
岳
》
は
九
七
・
二
×
一
三
〇
・
二
セ
ン
チ
の
大
作
だ
が
《
厳
冬
旭
岳
》

は
三
〇
×
四
七
・
五
セ
ン
チ
の
小
品
で
あ
る
。

　

ま
た
《
厳
冬
旭
岳
》
の
画
材
は
紙
で
あ
る
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
油
彩
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

サ
イ
ン
はK

yu

と
入
っ
て
い
る
か
ら
完
成
図
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
何
だ
か
変
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

た
ま
た
ま
、
私
の
知
人
で
相
原
求
一
朗
と
は
親
交
の
あ
っ
た
人
が
平
成
六
年
一
月
二
二
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
土
曜

美
の
朝
」
の
放
映
で
相
原
求
一
朗
作
画
の
様
子
の
録
画
が
あ
る
と
い
う
の
で
見
せ
て
貰
っ
た
。

　

そ
の
録
画
で
相
原
求
一
朗
は
本
画
と
同
じ
大
き
さ
の
大
判
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
風
景
を
写
生
し
て
い
る
こ
と

や
本
図
を
下
図
と
し
て
大
作
を
制
作
し
て
い
る
様
子
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

今
は
《
厳
冬
旭
岳
》
の
本
図
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
調
査
中
で
あ
る
。

小
川
榮
吉
（
埼
玉
県
川
口
市
）

■ 
相
原
求
一
朗
《
厳
冬
旭
岳
》

晩
年
の
シ
リ
ー
ズ
「
北
の
十
名
山
」
の
ス
ケ
ッ
チ

相原求一朗（あいはら・きゅういちろう／ 1918-1999 年）

埼玉県生れ。1948 年猪熊弦一郎に師事。63
年新制作協会展新作家賞。68 年新制作協会会
員。海外取材。日動画廊で個展。87 年埼玉文
化賞受賞。96 年川越市名誉市民。北海道に相
原求一朗美術館開館。99 年没。80 歳。

相原求一朗 《厳冬旭岳》

油彩 ・ 紙　30.0 × 47.5cm　1994 年頃
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ロ
ワ
ー
ル
流
域
の
村
、
中
世
の
街
並
み
を
残
す
モ
ン
ト
レ
ゾ
ー
ル
の
古
城
を
描
い
て
い
る
。
一
一
世
紀
の
創

建
と
い
う
。
村
を
流
れ
る
ア
ン
ド
ロ
ワ
川
の
水
辺
に
は
今
は
使
わ
れ
な
い
共
同
洗
濯
場
が
保
存
さ
れ
て
昔
日
の

面
影
を
偲
ば
せ
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
そ
う
だ
が
画
家
は
水
面
へ
の
映
り
込
み
を
描
く
こ
と
が
多
く
得
意
で
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
高
度
成
長
期
以
降
バ
ブ
ル
崩
壊
の
頃
ま
で
、
欧
州
の
古
城
を
テ
ー
マ
に
し
た
油
絵
は

デ
パ
ー
ト
で
扱
う
美
術
品
の
売
れ
筋
で
も
あ
り
多
く
の
画
家
が
描
い
た
。
画
家
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
筆
致
が
画
家
の
特
色
で
あ
り
売
り
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
画
家
の
名
を
知
っ
た
の

は
私
の
住
む
区
の
校
友
同
窓
会
の
先
輩
、
桧
垣
卓
司
氏
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
画
家
が
氏
の

小
学
校
時
代
の
教
師
で
あ
っ
た
縁
で
応
援
さ
れ
大
コ
レ
ク
タ
ー
に
な
ら
れ
た
。
自
宅
ビ
ル
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に

画
家
の
名
を
冠
し
た
専
用
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
常
設
し
公
開
さ
れ
て
い
る
。
お
目
に
か
か
る
度
、
生
前
の
画
家
と
の

交
流
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
。
画
家
が
晩
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
よ
く
描
い
た
緻
密
な
枯
れ
た
向

日
葵
に
配
さ
れ
た
一
七
世
紀
の
染
付
デ
ル
フ
ト
・
タ
イ
ル
の
一
部
は
氏
が
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

画
家
と
コ
レ
ク
タ
ー
が
意
思
疎
通
し
コ
ラ
ボ
し
て
作
品
が
生
ま
れ
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
稀
有
な
事
例
と
い
っ

て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
は
埼
玉
県
の
個
人
か
ら
お
譲
り
い
た
だ
い
た
も
の
だ
が
、
影
響
を
受
け

私
も
今
や
画
家
の
油
彩
や
色
紙
な
ど
小
品
七
〜
八
点
を
持
つ
ミ
ニ
コ
レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

福
井 

豊
（
東
京
都
荒
川
区
）

■ 
玉
之
内
満
雄
《
水
辺
の
古
城
》

古
城
と
向
日
葵
を
愛
し
た
洋
画
家

玉之内満雄（たまのうち・みつお／1929-1997年）

埼玉県生れ。寺内萬治郎、尾島薫に師事。埼玉師
範学校卒。旺玄会会員。1958年丸善で第1回個展。
68 〜 69 年渡仏、各サロンに出品。72 〜 94 年
小田急で連年個展。76 年渡仏、パリで個展、以
降度々渡仏。紺綬褒章 2 回。97 年没。68 歳。

玉之内満雄 《水辺の古城》

油彩 ・ キャンバス　32.0 × 41.0cm　1985 年頃
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私
が
購
読
し
て
い
る
月
刊
美
術
誌
の
一
九
八
六
年
四
月
号
に
、「
四
月
一
〇
日
（
木
）
〜
一
五
日
（
火
）
阪
神
百
貨
店 

五
階 

阪
神
美
術
画
廊
〈
パ
リ
に
生
き
パ
リ
を
描
く
庶
民
像
と
風
景
〉」
と
題
し
、
増
田
誠
画
伯
の
展
覧
会
の
広
告
が
表
紙

裏
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
広
告
に
は
《
オ
ー
・
ボ
ン
・
ロ
ワ
ン
・
ビ
ス
ト
ロ
》
四
〇
号
の
絵
が
展
覧
会
の
代

表
作
と
し
て
印
刷
し
て
あ
っ
た
。
ひ
と
目
見
て
欲
し
く
な
っ
た
私
は
、
画
廊
へ
電
話
を
入
れ
展
覧
会
の
様
子
を
聞
い
て
み

た
。
担
当
者
は
今
ま
で
増
田
誠
先
生
の
一
四
回
余
り
の
展
覧
会
の
開
催
は
東
京
の
東
急
百
貨
店
が
中
心
で
、
大
阪
の
開
催

は
珍
し
く
、
先
生
も
大
い
に
力
を
入
れ
秀
作
揃
い
と
の
事
だ
っ
た
。

　

阪
神
美
術
画
廊
に
は
一
五
、六
人
が
来
館
し
て
い
た
。
私
は
他
の
作
品
に
は
目
も
く
れ
ず
係
員
に
、「
四
〇
号
の
絵
を
欲

し
い
の
で
す
が
」
と
申
し
出
た
。
係
員
は
数
分
後
に
赤
い
チ
ョ
ッ
キ
を
ま
と
っ
た
画
伯
を
伴
っ
て
現
れ
、
画
伯
は
私
と
握

手
を
交
わ
し
た
。
画
伯
は
四
〇
号
の
絵
に
近
づ
き
、「
こ
の
絵
は
二
九
年
間
在
住
し
た
パ
リ
で
の
制
作
の
中
で
私
の
傑
作

の
一
つ
で
す
。
で
…
…
、
自
分
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」。
そ
う
言
っ
て
画
伯
は
絵
の
中
央
の
女
性
を
指
差
し
、「
全
体
の

雰
囲
気
を
出
そ
う
と
こ
の
女
性
の
描
写
に
は
心
を
配
り
ま
し
た
。
む
ろ
ん
パ
リ
の
表
情
と
、
そ
し
て
生
き
る
人
々
の
日
常

を
情
感
込
め
て
カ
ン
バ
ス
に
描
き
ま
し
た
が
ね
」と
付
け
加
え
た
。そ
し
て
画
集
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
サ
イ
ン
し
て
か
ら
、「
こ

の
画
集
を
記
念
に
差
し
上
げ
ま
す
。
あ
な
た
の
手
に
は
苦
労
し
た
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
値
引
き
す
る
よ
う
画
廊
の

者
に
言
っ
と
く
よ
」と
言
っ
て
差
し
出
し
た
。
画
集
に
は
三
万
円
と
印
刷
し
て
あ
っ
た
。
記
念
写
真
を
係
員
が
勧
め
る
と
、

画
伯
は
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
右
手
で
私
を
抱
え
、
四
〇
号
の
絵
の
前
に
進
み
写
真
を
撮
っ
た
。

　

私
は
家
に
着
い
て
か
ら
も
仕
事
中
も
し
ば
ら
く
の
間
、画
伯
の
赤
い
チ
ョ
ッ
キ
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。

増
田
一
郎
（
静
岡
県
浜
松
市
）

■ 
増
田　

誠
《
オ
ー
・
ボ
ン
・
ロ
ワ
ン
・
ビ
ス
ト
ロ
》

屈
託
な
く
自
由
な
作
風
の
増
田
誠
と
赤
い
チ
ョ
ッ
キ

増田　誠（ますだ・まこと／ 1920-1989 年）

山梨県生れ。一線美術会委員。1957 年パリ
に定住。60 年シェルブール国際展でグランプ
リ。サロン・ドートンヌ会員、サロン・ナシ
ヨナル・デ・ボザール会員。ル・サロンで金
賞無鑑査。89 年没。68 歳。

増田　誠 《オー ・ ボン ・ ロワン ・ ビストロ》

油彩 ・ キャンバス　79.0 × 99.0cm　1985 年
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長
野
県
に
梅
野
記
念
絵
画
館
が
開
設
し
た
平
成
一
〇
年
よ
り
二
年
後
に
私
は
銀
座
の
「
し
の
ざ
き
画
廊
」
の
紹
介
で

梅
野
隆
氏
を
知
っ
た
。
そ
の
出
逢
い
が
私
の
人
生
を
変
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
平
成
二
三
年
七
月
に
他
界

さ
れ
た
梅
野
氏
よ
り
学
ん
だ
事
柄
は
「
絵
と
は
純
粋
な
も
の
、
品
格
高
き
も
の
、
時
代
を
超
え
て
存
在
感
の
あ
る
も
の
」

だ
っ
た
。
こ
の
三
点
が
私
の
脳
裏
に
焼
き
付
き
、
絵
を
観
る
度
に
そ
う
い
う
観
点
に
立
っ
て
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

晩
秋
の
あ
る
日
、
家
内
と
連
れ
だ
っ
て
梅
野
記
念
絵
画
館
を
訪
ね
た
。
家
庭
菜
園
で
家
内
の
作
っ
た
大
根
・
人
参
・

甘
藍
・
馬
鈴
薯
等
が
車
に
積
ん
で
あ
っ
た
の
で
私
は
先
に
館
長
の
自
宅
へ
行
っ
た
。
奥
様
が
私
達
を
応
接
間
へ
と
案

内
し
て
く
れ
た
そ
の
瞬
間
、家
内
が
正
面
の
絵
に
向
か
っ
て
「
い
い
絵
だ
ね
。
あ
の
絵
が
一
つ
玄
関
に
あ
れ
ば
い
い
ね
。

あ
な
た
言
っ
て
み
た
ら
」。私
も
家
内
と
同
じ
思
い
だ
っ
た
。ま
さ
に
こ
の
絵
に
は
三
つ
の
要
素
が
備
わ
っ
て
い
る
。「
あ

れ
は
永
田
精
二
画
伯
の
作
品
で
す
。私
も
気
に
入
っ
て
る
の
よ
。そ
ん
な
に
欲
し
い
の
な
ら
美
術
館
で
話
し
て
み
た
ら
」

と
奥
様
が
紅
茶
を
出
し
な
が
ら
言
っ
た
。

　

美
術
館
へ
行
っ
て
お
願
い
す
る
と
、
館
長
は
快
く
承
諾
し
蕎
麦
屋
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。
丁
度
昼
食
時
だ
っ
た
の

で
店
は
満
席
で
隣
の
食
堂
の
う
な
丼
で
済
ま
せ
た
。
館
長
は
残
念
だ
と
何
回
も
繰
り
返
し
残
念
が
っ
た
。
私
は
う
な

丼
の
準
備
中
に
近
く
の
銀
行
へ
絵
の
代
金
を
お
ろ
し
に
行
っ
た
。
帰
っ
て
も
ま
だ
う
な
丼
は
出
来
て
い
な
か
っ
た
。

　

絵
を
車
に
積
ん
で
帰
宅
す
る
途
中
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
家
内
が
言
っ
た
。
私
は
静
逸
感
溢
れ
る
絵
と
の

出
逢
い
を
喜
ん
で
い
る
の
か
と
「
気
に
入
っ
た
絵
が
買
え
て
良
か
っ
た
な
」
と
答
え
る
と
「
そ
れ
よ
り
館
長
さ
ん
の

話
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
わ
。
わ
た
し
館
長
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
」。
館
長
は
俺
が
金
を
降
ろ
し
に
行
っ
た

留
守
に
家
内
と
何
を
話
し
た
の
か
と
嫉
妬
心
が
湧
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

増
田
一
郎  （
静
岡
県
浜
松
市
）

■ 
永
田
精
二
《
静
物
（
果
物
）》

静
逸
感
溢
れ
る
静
物
画
と
の
出
逢
い

永田精二（ながた・せいじ／ 1911-1997 年）

東京生れ。東京美術学校卒。藤島武二、寺内
萬治郎らに師事する。光風会評議委員。元日
展委嘱。渡欧米数回。画集『永田精二 50 年
の歩み』を出版する。97 年没。86 歳。

永田精二 《静物 （果物）》

油彩 ・ キャンバス　72.0 × 60.0cm　制作年不詳
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「
こ
れ
ま
で
の
長
い
画
業
の
道
筋
に
ふ
と
置
き
忘
れ
て
、
記
憶
の
外
に
あ
っ
た
自
作
に
め
ぐ
り
逢
い
、
改
め
て
吾
子
の
顔

を
見
る
よ
う
な
思
い
で
安
堵
感
に
浸
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
手
塩
に
か
け
た
私
の
分
身
を
腕
の
う
ち
に
し
て
愛
撫
し
て
く
だ

さ
る
コ
レ
ク
タ
ー
に
私
は
心
か
ら
感
謝
す
る
」。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

脇
田 

和　

二
〇
〇
二
年
五
月
五
日
記

　

平
成
一
八
年
、
大
川
美
術
館
で
の
小
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
山
口
長
男
・
脇
田
和
展
」
に
、
脇
田
さ
ん
か
ら
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
書
簡
で
あ
る
。

　

二
六
年
前
、
念
願
の
脇
田
作
品
を
入
手
し
た
際
、
感
激
の
余
り
お
手
紙
を
お
出
し
し
た
ご
縁
で
、
お
め
に
か
か
る
度
に
、

脇
田
さ
ん
の
謙
虚
で
穏
や
か
な
お
人
柄
と
作
品
に
引
き
込
ま
れ
、
私
の
人
生
の
中
で
と
て
も
贅
沢
な
出
逢
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
品
で
お
洒
落
な
色
彩
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
成
、
鳥
・
子
ど
も
・
魚
な
ど
身
近
な
存
在
に
暖
か
い
感
情
を
注
ぎ
込
む

脇
田
マ
ジ
ッ
ク
。
作
品
が
壁
面
に
あ
る
だ
け
で
、
心
が
和
む
。

　

私
が
生
を
受
け
た
と
こ
ろ
は
、埼
玉
県
川
越
市
脇
田
町
一
番
地
一
、東
武
東
上
線
の
川
越
駅
前
で
あ
る
。
父
親
の
職
業
は「
パ

ン
製
造
業
」、
親
不
孝
で
後
を
継
が
な
か
っ
た
が
、
ま
さ
に
「
脇
田
の
パ
ン
屋
の
子
」
で
あ
る
。

　

作
品
を
み
る
と
少
年
の
周
囲
に
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
食
パ
ン
、
あ
ん
パ
ン
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
パ
ン
の
焼
け
る
甘
い
匂
い
の

中
で
育
っ
た
私
が
笑
顔
で
店
番
を
し
て
い
た
姿
と
ダ
ブ
り
、
画
面
の
奥
に
は
、
今
は
亡
き
、
仕
事
熱
心
で
お
人
好
し
だ
っ
た

父
が
思
い
だ
さ
れ
る
。

　

脇
田
邸
で
、
こ
の
作
品
を
目
に
し
た
時
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
集
大
成
と
し
た
く
、
無
理
に
お
願
い
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
、思
い
出
深
い
作
品
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井 

博
（
埼
玉
県
川
越
市
）

■ 
脇
田　

和
《
パ
ン
屋
の
子
》

ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
絵

脇田　和（わきた・かず／ 1908-2005 年）

東京生れ。1923 年渡独。30 年ベルリン国立
美術学校卒。36 年新制作派協会結成。55 年
日本国際美術展最優秀賞。70 年東京藝術大
学教授退官。91 年軽井沢に脇田美術館開館。
98 年文化功労者。東京で没。97 歳。

脇田　和 《パン屋の子》

油彩 ・ キャンバス　31.8 × 40.9cm　1989 年



283 282

　

画
面
一
杯
に
、
甕か
め

を
背
中
に
載
せ
た
鬼
の
姿
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
甕
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
鬼
の
姿
に
も
見

え
る
。
鬼
の
姿
は
作
家
自
身
を
彫
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
？

　

小
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
感
の
な
ん
と
大
き
い
こ
と
か
。

　

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
一
日
、
滋
賀
県
立
水み
な
く
ち口
文
化
芸
術
会
館
で
開
か
れ
た
「
箕
口
博
彫
刻
展
〜
名
も
無
き

も
の
の　

い
の
ち
の
た
め
に
〜
」
を
観
た
帰
り
、
箕
口
夫
人
・
百
合
子
さ
ん
か
ら
こ
の
木
版
画
を
手
渡
さ
れ

た
。
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、
私
は
受
け
取
っ
て
よ
い
か
迷
っ
た
。
そ
し
て
、
作
品
を
預
か
ら
せ
て
い

た
だ
く
と
申
し
上
げ
、
百
合
子
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
本
作
品
は
、

一
九
七
三
年
に
箕
口
博
本
人
か
ら
亡
父
傳
三
郎
に
恵
呈
さ
れ
、
七
七
年
に
箕
口
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
亡
父
が

百
合
子
さ
ん
に
返
却
し
た
作
品
で
あ
る
。
家
に
帰
り
作
品
を
じ
っ
く
り
と
観
た
。《
邪
鬼
》
と
名
付
け
ら
れ
た
箕

口
の
自
信
作
の
木
版
画
で
あ
る
。

　

美
術
雑
誌
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
号
に
、「
彫
刻
展　

箕
口
博
の
世
界
〜
人
面
か
ら
〜
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記
事
を
偶
然
眼
に
し
た
私
は
、
会
場
と
な
っ
た
東
京
中
野
の
土
日
画
廊
を
訪
ね
、
人
面

彫
刻
を
観
る
と
と
も
に
、
百
合
子
さ
ん
と
初
め
て
お
会
い
し
た
。

　

箕
口
博
の
名
前
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
彫
刻
家
と
し
て
知
り
、
小
品
を
ブ
ロ
ン
ズ
と
し
た
作
品
を
観
て

い
た
が
、
展
覧
会
場
で
作
品
を
観
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

■ 
箕
口　

博
《
邪
鬼
》

彫
刻
家
・
箕
口
博
の
、
め
ず
ら
し
い
木
版
画

箕口　博（みのぐち・ひろし／ 1923-1977 年）

長野県生れ。1959 年上京。日本彫塑展、二科展、
日展入選。60 年日彫展会員。二科展に《虚 No1》
出品。以後、「虚」シリーズを制作。62 年記号派
美術協会創立会員。65 年東京ときわ画廊で個展。
以後、個展を中心に発表。77 年没。54 歳。

箕口　博 《邪鬼》

木版画 ・ 紙　14.0 × 15.5cm　1973 年頃
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私
が
作
品
の
全
体
に
触
れ
た
の
は
、
前
記
の
水
口
文
化
芸
術
会
館
の
彫
刻
展
で
あ
る
。
会
場
に
は
、《
虚
〜

１
９
６
９
〜
》
や
、《
虚
〜
１
９
７
５
〜
》
な
ど
、《
虚
》
と
題
す
る
桂
や
栃
の
木
で
創
ら
れ
た
木
彫
群
が
出
品

さ
れ
て
い
た
。
木
彫
群
は
屹
立
し
、作
品
は
荒
削
り
に
見
え
る
が
不
思
議
な
力
が
漲
り
、会
場
に
「
ひ
ろ
が
り
（
空

間
）」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
て
い
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
の
フ
ォ
ル
ム
は
素
朴
で
、
人
の
手
を
最
小
限
に
と

ど
め
て
い
な
が
ら
、
内
発
的
な
力
が
感
じ
ら
れ
、
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
人
間
存
在
の
原
初
的
な
も
の
の
よ

う
で
も
あ
り
、
墓
標
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
の
現
在
に
も
響
く
、
現
代
美
術
と
感
じ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
の
前
年
二
〇
〇
二
年
五
月
、
新
宿
の
Ｕ
邸
の
庭
で
、「
箕
口
博
庭
園
彫
刻
作
品
展
」
が
開
か
れ
、

二
〇
一
一
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
長
野
・
東と
う
み御
市
梅
野
記
念
絵
画
館
梅
野
隆
初
代
館
長
を
案
内
し
た
。
館
長
は
、

作
品
に
触
れ
る
と
と
も
に
、「
私
は
、
作
品
に
サ
イ
ン
を
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
の
も
の
は
何
も
な
く
朽
ち

て
ゆ
く
の
に
、
何
故
人
間
だ
け
が
す
る
の
だ
。」
と
す
る
作
家
の
言
葉
を
発
見
し
、
そ
の
創
作
姿
勢
・
精
神
に
強

く
魅
か
れ
た
。
梅
野
隆
と
箕
口
作
品
と
の
出
会
い
が
、
二
〇
〇
七
年
の
梅
野
記
念
絵
画
館
の
「
虚
の
世
界　

没

後
三
〇
年
箕
口
博
彫
刻
展
」
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
展
示
空
間
は
作
品
に
と
っ
て
最
適
と
い
っ
て
よ
い
広
さ
で

あ
り
、
そ
の
空
間
は
、《
虚
》
と
題
す
る
箕
口
木
彫
の
持
つ
拡
散
性
・
非
求
心
性
の
彫
刻
を
映
え
た
た
せ
る
舞
台

装
置
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
箕
口
作
品
が
、
し
つ
ら
え
ら
れ
た
空
間
に
花
咲
い
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
一
年
九
月
、
箕
口
の
出
身
地
・
長
野
県
飯
山
市
美
術
館
で
箕
口
博
彫
刻
展
が
開
催
さ
れ
、《
虚
》

シ
リ
ー
ズ
作
品
は
飯
山
市
へ
収
蔵
さ
れ
る
。

　
「
芸
術
は
永
し
」
で
あ
る
。

中
村 

徹
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

鴨
川
の
伯
美
堂
（
骨
董
商
）
の
親
爺
さ
ん
の
紹
介
で
二
三
〜
二
四
年
前
に
巴
人
先
生
に｢

中
村
産
業
株
式
会

社｣

と
い
う
社
名
を
書
い
て
も
ら
っ
た
の
が
、
巴
人
先
生
と
の
お
付
き
合
い
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
《
河
童
ま
ん
だ
ら
》
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
あ
る
《
バ
ケ
モ
ノ
百
鬼
夜
行
図
》
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
先
生
に
あ
ん
な
お
化
け
の
絵
が
い
い
で
す
ね
、
と
話
を
し
た
ら
、
一
か
月
く
ら
い
経
っ
て
、
先
生

が
我
が
家
に
お
越
し
に
な
り
、「
中
村
さ
ん
、
出
来
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。

　

画
集
に
も
載
っ
て
お
り
ま
す
が
、
巴
人
先
生
の
中
で
は
比
較
的
あ
っ
さ
り
し
た
絵
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
《
色
即
是
空
》
は
初
め
グ
ロ
テ
ス
ク
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
見
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

強
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
す
。

　

先
生
は
二
〇
一
〇
年
五
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
館
（
木
更
津
わ
た
く
し
美
術
館
）
で
二
〇
一
一
年

九
〜
一
〇
月
に
回
顧
展
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
画
家
の
中
で
は
一
番
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

や
は
り
巴
人
先
生
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
絵
の
一
番
の
特
徴
は
活
き
活
き
と
し
て
、
絵
に
生
命
が
宿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
う
次

第
で
す
。

中
村
儀
介
（
千
葉
県
木
更
津
市
）

■ 

岩
崎
巴
人
《
河
童
ま
ん
だ
ら
》
／
《
色
即
是
空
》

親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
巴
人
先
生
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岩崎巴人 《色即是空》

墨、 岩絵の具 ・ 紙　60.0 × 59.0cm　1991 年

岩崎巴人（いわさき・はじん／ 1917-2010 年）

東京生れ。川端画学校卒。日本画家。小林古
径に学び、1938 年院展に初入選。57 年日本
表現派の結成に参加。77 年京都禅林寺で出家
し、仏伝画、水墨画にとりくんだ。2010 年没。
92 歳。

岩崎巴人 《河童まんだら》

墨、 淡彩 ・ 紙　126.0 × 69.0cm　1990 年
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こ
の
《
酔
い
ど
れ
天
使
》
は
、
空
中
に
天
使
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
に
も
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
踊
っ
て
い
る
よ

う
に
も
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

こ
の
天
使
に
は
乳
房
が
あ
り
、
女
性
の
天
使
。
天
使
っ
て
中
性
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
て
こ
の
天
使
、
酔
っ

ぱ
ら
っ
て
目
の
焦
点
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　

汗
が
顔
を
つ
た
わ
っ
て
い
る
。
汗
で
は
な
く
涙
か
も
知
れ
な
い
。
目
も
沢
山
あ
る
よ
う
で
お
も
ろ
い
顔
だ
。

　

こ
の
絵
、
呑
ん
で
も
い
な
い
私
も
時
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
う
。

　

天
使
は
神
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
か
っ
た
か
。
何
か
可
笑
し
い
。
で
も
ど
っ
か
で
見
た
よ
う
な
懐
か
し

い
酔
い
ど
れ
天
使
。
こ
の
天
使
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
天
使
が
酔
っ
ぱ
ら
う
な
ん
て
私
は
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

　

こ
の
絵
、
居
間
に
居
座
っ
て
長
い
。
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぎ
天
使
に
乾
杯
し
て
い
る
時
、
至
福
の
時
が
過
ぎ
て

ゆ
く
。

　

鬼
才
鬼
頭
曄
は
フ
ラ
ン
ス
生
活
が
長
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
認
め
ら
れ
た
日
本
人
作
家
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

に
溢
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
人
洋
画
家
で
世
界
に
認
め
ら
れ
た
作
家
は
実
に
少
な
い
。
こ
ん
な
に
面
白
い
絵
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

堀 

良
慶
（
千
葉
県
柏
市
）

■ 
鬼
頭　

曄
《
酔
い
ど
れ
天
使
》

こ
ん
な
お
も
ろ
い
絵
、
見
た
こ
と
な
い
！

鬼頭　曄（きとう・あきら／ 1925-1994 年）

東京生れ。東京美術学校日本画科卒。自由美
術家協会会員。1952 年渡仏。53 年パリ国立
美術学校入学。57 年アマテュール・ダール賞、
抽象絵画スイス賞。74 年自由美術協会自由美
術賞。個展を中心に発表。94 年没。69 歳。

鬼頭　曄 《酔いどれ天使》

鉛筆、 水彩 ・ 紙　38.5 × 27.0cm　1992 年
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大
先
輩
コ
レ
ク
タ
ー
は
絵
も
描
き
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
文
人
で
あ
っ
た
。

　

私
が
コ
レ
ク
タ
ー
の
道
へ
迷
い
込
ん
で
か
ら
お
会
い
し
た
、
か
け
が
え
の
な
い
人
が
こ
の
自
画
像
の
作
者
、

梅
野
隆
氏
で
す
。

　

梅
野
氏
は
東と
う
み御
市
の
梅
野
記
念
絵
画
館
の
創
設
者
で
初
代
館
長
を
務
め
ら
れ
、
美
術
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
九
年
末
に
藝
林
の
活
動
を
閉
じ
て
、
平
成
一
〇
年
に
絵
画
館
を
開
館
し
ま
す
の
で
、
こ
の
絵
の
描
か

れ
た
平
成
八
年
ご
ろ
は
気
力
充
実
、
青
年
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て
日
々
活
動
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

意
志
の
強
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
青
年
の
よ
う
な
自
画
像
で
す
。
故
人
の
描
き
た
め
た
絵
の
中
か
ら
私

が
選
ん
で
、
生
前
に
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

私
の
身
近
で
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
大
先
輩
の
自
像
で
す
。

野
原 

宏
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

■ 
梅
野
木
雨
《
自
像
》

「
私
は
文
人
画
が
大
好
き
だ
」

梅野木雨（うめの・もくう／ 1926-2011 年）

福岡県生れ。父は青木繁の友人。サラリーマン蒐
集家。定年後、東京京橋に「美術研究　藝林」を
開設。1998 年長野県北御牧村に梅野記念絵画館

（現・東御市）が開館、館長を務める。2011 年没。
85 歳。「わの会」の発足、発展に貢献。

梅野木雨 《自像》

水彩 ・ 紙　27.0 × 24.0cm　1996 年
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私
が
、
こ
の
宮
下
氏
の
作
品
に
遭
遇
し
た
の
は
、
約
一
五
年
前
の
炎
暑
の
夏
、
涼
を
求
め
て
入
っ
た
銀
座
裏

通
り
の
「
サ
ト
ウ
画
材
」
の
店
内
で
あ
る
。
そ
の
天
井
近
く
の
壁
面
に
、
ま
る
で
異
次
元
に
誘
う
か
の
よ
う
に

そ
の
絵
は
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
遭
遇
の
一
週
間
後
、
新
宿
紀
伊
國
屋
画
廊
で
開
か
れ
た
宮
下
氏
の
個
展
に
行
く
と
、
画
廊
の
広
い
壁
面

い
っ
ぱ
い
が
、
巨
大
な
作
品
群
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
お
り
、
森
と
も
海
と
も
つ
か
ぬ
超
現
実
的
な
世
界
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
初
め
て
宮
下
氏
に
お
会
い
し
た
。

　

そ
の
仙
人
の
よ
う
な
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
容
姿
、
人
柄
と
と
も
に
、
高
い
精
神
性
を
有
す
る
作
品
は
、
私

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
、
貴
重
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

先
日
、
宮
下
夫
人
か
ら
、
て
い
ね
い
な
手
紙
と
と
も
に
、「
遺
作
展
」
の
案
内
状
を
頂
い
た
。

　

そ
の
悲
報
に
驚
き
と
あ
る
種
の
悔
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
初
日
に
、
そ
の
会
場
に
向
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
過
去
の
作
風
が
変
容
し
た
、
凄
み
の
あ
る
作
品
群
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

宮
下
氏
自
身
は
、
世
俗
的
な
欲
望
が
希
薄
な
方
だ
っ
た
か
ら
、
あ
ま
り
著
名
な
画
家
と
は
い
え
な
い
。

　

し
か
し
、
流
行
に
背
を
向
け
、
ひ
た
す
ら
独
自
の
内
面
や
、
彼
岸
の
幽
玄
的
世
界
を
追
求
し
た
、「
こ
ん
な
に

卓
越
し
た
画
家
の
存
在
を
埋
も
れ
さ
せ
て
よ
い
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
が
、私
の
中
に
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
た
。

伊
と
う
は
る
こ
（
千
葉
県
柏
市
）

■ 
宮
下
ま
さ
つ
ら
《
関
に
立
つ
天
女
》

修
験
者
の
よ
う
な
画
家

宮下まさつら〔宮下勝行〕（みやした・まさつら／1932-2010年）

東京生れ。東京藝術大学油画科卒。深沢幸雄に銅
版画を師事。シェル美術賞受賞。坂崎乙郎、ヨシ
ダ ･ ヨシエ、瀬木慎一の各企画展に出品。1996
年紀伊國屋画廊、2000 〜 03 年青木画廊で個展。
10 年没。78 歳。11 年紀伊國屋画廊で遺作展。

宮下まさつら 《関に立つ天女》

油彩 ・ キャンバス　27.3 × 45.5cm　1994 年
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品
川
工
氏
の
ア
ト
リ
エ
に
、
夫
と
共
に
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
に
な
る
。

　

品
川
氏
に
、
夫
が
子
供
の
頃
、
絵
を
習
っ
て
い
た
と
い
う
関
係
で
、
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

　

ア
ト
リ
エ
は
、
古
風
な
木
造
家
屋
の
広
い
一
室
で
、
多
く
の
版
画
作
品
を
は
じ
め
、
天
井
か
ら
は
、
不
思
議

な
形
を
し
た
数
々
の
モ
ビ
ー
ル
が
揺
れ
、
壁
面
の
棚
に
は
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
身
近
な
材
料
に
よ
る
、
動
植
物

な
ど
の
モ
ダ
ー
ン
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
た
ち
が
、
と
こ
ろ
狭
し
と
置
か
れ
て
い
た
。

　

あ
ま
り
の
楽
し
さ
に
見
と
れ
て
い
る
と
、「
い
ま
、
こ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
の
」
と
、
ま
る
で
工
作
少
年

の
よ
う
な
面
持
ち
で
次
々
と
、
新
作
を
み
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
す
で
に
、
品
川
氏
の
こ
れ
ら
の
版
画
と
い
う
枠
を
大
き
く
超
え
た
実
験
的
な
造
形
活
動
は
、
海
外

で
注
目
さ
れ
作
品
集
も
出
版
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
進
取
な
創
作
の
根
底
に
、
品
川
氏
の
兄
で
あ
る
、
本
郷
の
古
書
店
「
ペ
リ
カ
ン
書
房
」
の
、
品
川

力
氏
の
影
響
が
大
き
い
と
思
う
。
そ
の
古
書
店
は
、
赤
門
前
と
い
う
土
地
柄
、
若
き
織
田
作
之
助
や
太
宰
治
な

ど
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
ま
だ
十
代
の
青
年
だ
っ
た
工
氏
は
、
最
先
端
の
文
学
、

芸
術
等
の
文
化
を
吸
収
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

百
歳
ま
で
、
少
年
の
よ
う
な
好
奇
心
と
、
高
潔
な
精
神
と
に
よ
る
作
品
群
は
、
い
つ
ま
で
も
新
鮮
だ
。

伊
と
う
は
る
こ
（
千
葉
県
柏
市
）

■ 
品
川　

工
《
フ
タ
リ 

No
２
》

尽
き
せ
ぬ
創
作
意
欲

品川　工（しながわ・たくみ／ 1908-2009 年）

新潟県生れ。1935 年恩地孝四郎に木版画を
師事。49年国画会会員。52年海外版画展出品。
96 年練馬区立美術館で「品川工・山口勝弘・
現代美術の手法展」、2008 年同美術館で「生
誕 100 年記念 品川工展」。09 年没。101 歳。

品川　工 《フタリ No ２》

木版画 ・ 紙　50.0 × 40.0cm　2001 年頃
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こ
の
作
品
と
の
出
会
い
は
、
二
〇
〇
一
年
に
北
海
道
で
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
た
札
幌
の
画
廊
で
見
つ
け
、
購
入
し
た
。
そ
し
て
菊
地
又
男
と
い
う
作
家
を
知
っ
た
。
ま
っ
た
く

の
偶
然
で
あ
る
。
作
家
に
つ
い
て
は
未
知
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
具
象
作
品
を
主
に
見
、
入
手
し
て
き
た
私
は

新
た
な
印
象
を
受
け
た
。
見
捨
て
ら
れ
た
金
具
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
を
使
用
し
て
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
表
現
に
作
家

の
斬
新
な
才
能
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
私
の
ア
ー
ト
を
見
る
目
を
そ
の
後
変
化
さ
せ
て
く
れ
た
一
点
で
あ
る
。

抽
象
表
現
の
中
に
メ
キ
シ
コ
と
い
う
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
素
材
で
一
層

メ
キ
シ
コ
へ
の
想
い
を
広
げ
て
く
れ
る
。
す
ば
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。「
異
端
と
反
骨
の
芸
術
至
上
主
義
者
と
自

ら
を
位
置
づ
け
、
前
衛
精
神
と
休
む
こ
と
な
く
抽
象
表
現
の
革
新
に
挑
戦
す
る
作
家
の
態
度
は
画
家
た
ち
に
、

創
造
に
お
け
る
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
厳
し
さ
を
伝
え
る
人
と
し
て
、今
後
と
も
永
く
語
り
継
が
れ
る
で
あ
ろ
う
」（
吉

田
豪
介
）
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
北
海
道
で
は
抽
象
絵
画
が
ほ
と
ん
ど
な
く
試
み
ら
れ
て
い
な
い
時

代
か
ら
い
ち
早
く
抽
象
に
取
り
組
み
、
生
涯
保
守
的
な
権
威
主
義
に
抵
抗
し
、
前
衛
的
活
動
を
展
開
し
て
き
た

画
家
で
あ
る
」（
吉
崎
元
章
）。「
異
端
と
反
骨
で
過
ぎ
た
半
生
期
、
優
等
生
に
も
褒
章
に
も
め
げ
ず
、
た
だ
ひ
た

す
ら
自
分
自
身
に
忠
実
に
生
き
た
芸
術
至
上
主
義
だ
け
は
し
て
き
た
つ
も
り
、
貧
し
く
と
も
満
足
し
た
心
だ
け

が
さ
さ
や
か
に
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
文
を
作
家
は
喜
寿
展
に
寄
せ
て
い
る
（
吉
崎
元
章
）。
こ
れ

こ
そ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
心
い
き
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と
に
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
る
と
約
束
し
て
い
た
の

だ
が
、
か
な
わ
ず
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦 

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

■ 
菊
地
又
男
《
メ
キ
シ
コ
の
夜
》

素
材
へ
の
愛
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
喜
び

菊地又男（きくち・またお／ 1916-2001 年）

札幌市生れ。1949 年、自由美術家協会会員。
56 年、新北海道美術協会創立。97 年「北海
道の抽象絵画—未知の形象を求めて」（北海道
立旭川美術館）、98 年「菊地又男展 芸術の森
美術展」（札幌）開催。2001 年没。85 歳。

菊地又男 《メキシコの夜》

油彩、 コラージュ ・ 板　60.7 × 49.9cm　1997 年
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別
名
「
ル
ー
ジ
ュ
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
阪
市
立
美
術
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ル
ー
ジ
ュ
」

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
が
大
阪
在
職
中
の
一
九
八
三
年
か
ら
描
き
始
め
て
二
〇
〇
一
年
に
完
成
さ
せ
た
。

　

窓
の
外
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
を
な
が
め
「
い
つ
か
こ
の
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
い
」
と
の
想
い
を

い
だ
き
つ
つ
描
出
し
た
と
卯
港
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た
。
赤
が
非
常
に
美
し
く
、
モ
チ
ー
フ
は
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
が
、
雑
誌
を
優
雅
に
読
ん
で
い
る
女
性
を
中
心
に
し
た
静
か
な
情
景
を
描
き
つ
つ
、
作
家
の
前
述
し
た
よ
う

な
憧
れ
の
想
い
が
に
じ
み
出
た
卯
港
の
初
期
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
蒐
集
し
た
作
品
の
中
で
も
特
に
好

き
な
私
の
宝
物
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

三
浦 

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

■ 
髙
野
卯
港
《
美
術
館
レ
ス
ト
ラ
ン
》

赤
に
託
し
た
自
己
の
憧
れ

髙野卯港（たかの・うこう／ 1948-2008 年）

鹿児島市生れ。和気史郎に学ぶ。大阪市立美術
研究所に学ぶ。1976 年労美展で大阪市賞。個
展中心に発表する。洲之内徹の現代画廊で個展。
渡仏。海文堂ギャラリーで個展。2008 年没。
59 歳。島田画廊、神戸わたくし美術館で個展。

髙野卯港 《美術館レストラン》

油彩 ・ キャンバス　45.5 × 60.6cm　1983 ～ 2001 年
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東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
Ｄ
Ｍ
が
来
た
。
作
品
は
一
点
し
か
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
が
こ
の
画
で
あ
る
。
一
瞬
で
気
に
入
り
電
話
で
購
入
を
申
し
込
ん
だ
。
後
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪

れ
実
物
を
見
た
が
、
作
品
の
持
つ
気
配
を
更
に
強
く
感
じ
、
手
に
入
れ
て
良
か
っ
た
と
大
喜
び
し
た
。
背
景
は

一
見
す
る
と
黒
色
を
思
わ
せ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
濃
紺
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
中
に
う
し
ろ
姿
の
白

い
物
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ぬ
い
ぐ
る
み
で
あ
ろ
う
が
空
間
に
浮
遊
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
腿
に

し
っ
か
り
と
腕
を
置
き
、姿
勢
は
ど
っ
し
り
と
し
て
お
り
、見
て
い
て
気
持
ち
が
良
い
。
と
り
わ
け
私
が
気
に
入
っ

た
の
は
こ
の
物
体
の
目
線
で
あ
る
。
う
し
ろ
向
き
で
あ
る
か
ら
目
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
眼
窩
は
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
眼
窩
の
描
写
が
卓
越
し
て
お
り
、
こ
の
画
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
斜
め
前
を
し
っ
か
り

見
据
え
て
い
る
目
線
の
先
に
あ
る
も
の
は
希
望
か
絶
望
か
？

　

作
家
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
三
三
歳
で
自
死
し
た
。
理
由
は
敢
え
て
記
さ
な
い
し
必
要
は
な
い
。
こ
の
作

品
は
二
〇
〇
一
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
作
家
自
身
の
描
く
こ
と
に
対
す
る
情
念
が
表
出
さ
れ

て
い
る
。
い
わ
ば
自
画
像
と
言
っ
て
よ
い
。
模
索
の
中
、
光
は
見
え
て
い
な
い
が
、
作
家
の
絵
を
描
く
こ
と
に

つ
い
て
の
将
来
の
展
望
や
展
開
に
対
す
る
強
い
意
志
と
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
希
望
の
絵
」
で

あ
る
。
こ
こ
に
私
は
魅
せ
ら
れ
た
。
な
お
、こ
の
作
家
に
は
私
の
い
う
ア
ー
ト
の
持
つ
意
味
、す
な
わ
ち
「
情
念
」

「
意
外
性
」「
難
解
性
」
の
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
私
の
愛
す
る
一
点
で
あ
る
。

三
浦 

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

■ 
正
木　

隆
《
造
形
01—

８
》

さ
び
し
さ
と
向
き
あ
い
、
描
く
し
か
な
い
想
い

正木　隆（まさき・たかし／ 1971-2004 年）

兵庫県生れ。1998 年武蔵野美術大学大学院
修了。愛知県美術館「愉しき家」、佐倉市立美
術館「カオスモス」へ出品。1998 年、パブリッ
クコレクション：国立国際美術館、埼玉県立
近代美術館。2004 年没。33 歳。

正木　隆 《造形 01-8》

油彩 ・ 綿布　45.5 × 53.0cm　2001 年
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日
本
の
大
理
石
彫
刻
は
「
四
海
に
始
ま
り
正
信
で
終
わ
る
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
邦
の
彫
刻
に

対
す
る
関
心
は
絵
画
の
そ
れ
に
比
べ
低
く
、
そ
の
中
で
も
大
理
石
彫
刻
な
ど
は
傍
流
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
大
理
石
彫
刻
が
た
っ
た
二
人
の
親
子
を
通
し
て
立
派
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
今
一
度
、
認
識
し
再
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
今
回
は
あ
え
て
作
家
紹
介
を
中
心
に
述
べ
さ
せ
て
頂
く

事
と
す
る
。

■
北
村
四
海
（
明
治
四
年
〜
昭
和
二
年
／
一
八
七
一
〜
一
九
二
七
年
）

　

安
田
善
次
郎
に
認
め
ら
れ
新
進
木
彫
家
と
し
て
最
高
の
船
出
を
す
る
が
、
四
海
は
木
彫
か
ら
大
理
石
彫
刻
へ

転
身
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
塑
造
技
術
を
体
得
し
た
師
が
お
ら
ず
、
東
京
美
術
学
校
の
入
学
を
辞
め
、

四
海
は
象
牙
彫
刻
家
（
島
村
俊
明
）
に
学
び
な
が
ら
、
独
学
で
大
理
石
彫
刻
を
試
み
た
。
そ
の
初
作
《
少
女

像
》
が
明
治
三
二
年
の
日
本
美
術
院
協
会
展
二
等
賞
と
な
り
、
し
か
も
念
願
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
留
学
が
、
明

治
三
三
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
視
察
の
作
家
代
表
と
な
る
こ
と
で
実
現
し
た
。
四
海
は
、
翌
年
の
帰
国
ま
で
、
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
バ
ロ
ー
の
ア
ト
リ
エ
で
学
び
、
美
術
学
校
で
解
剖
学
の
講
義
を
熱
心
に
聴
講
し
た
が
、
結
核
と
い
う

病
を
得
て
帰
国
、
血
を
吐
き
な
が
ら
も
超
人
的
な
精
神
力
で
克
服
し
、
唯
一
と
言
っ
て
よ
い
日
本
大
理
石
彫
刻

の
第
一
人
者
と
し
て
人
々
の
尊
敬
を
集
め
た
。
四
海
の
留
学
時
は
あ
た
か
も
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

の
真
っ
盛
り
。
そ
の
芸
術
運
動
に
四
海
の
心
が
震
え
た
こ
と
は
、
帰
国
後
の
彫
刻
の
流
麗
な
フ
ォ
ル
ム
と
、
清

■ 
北
村
四
海
《
イ
ヴ
》
／
北
村
正
信
《
若
い
女
》

日
本
大
理
石
彫
刻
の
パ
イ
オ
ニ
ア

楚
で
美
し
く
憂
う
よ
う
な
女
性
像
か
ら
偲
ば
れ
る
。
当
時
日
本
で
は
ロ
ダ
ン
旋
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
が
四
海

は
距
離
を
置
い
た
。
明
治
四
〇
年
、
東
京
勧
業
博
覧
会
の
《
霞
》
破
壊
事
件
は
、
公
正
な
審
査
を
行
な
う
上
で

後
の
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
出
来
事
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

■
北
村
正
信
（
明
治
二
二
年
〜
昭
和
五
五
年
／
一
八
八
九
〜
一
九
八
〇
年
）

　

四
海
の
姉
の
子
虎
井
広
吉
は
、
祖
父
喜
代
松
の
も
と
で
彫
刻
を
学
び
、
一
四
歳
の
時
、
四
海
に
呼
ば
れ
て
上

京
、
太
平
洋
画
学
校
で
は
四
海
の
盟
友
た
ち
（
デ
ッ
サ
ン
を
中
村
不
折
、
満
谷
国
四
郎
、
彫
刻
を
新
海
竹
太
郎
）

に
学
ん
だ
。
特
に
、
大
理
石
彫
刻
は
一
子
相
伝
の
如
く
、
後
の
養
父
四
海
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
時
に
は
喀

血
す
る
師
父
四
海
の
血
を
浴
び
な
が
ら
の
壮
絶
な
技
法
修
得
で
あ
っ
た
と
い
う
。
二
〇
歳
で
四
海
の
養
子
と
な

り
、
五
代
北
村
正
信
を
襲
名
、
二
二
歳
で
文
展
初
入
選
し
た
彼
は
、
当
初
は
逞
し
い
男
性
像
を
発
表
し
、
後
に

女
性
像
を
制
作
す
る
。
彼
の
女
性
像
は
健
康
的
な
逞
し
さ
と
お
お
ら
か
さ
に
満
ち
て
い
る
。
彼
は
三
三
歳
の
異

例
の
若
さ
で
帝
展
の
審
査
員
と
な
り
、
師
父
四
海
同
様
に
日
本
の
大
理
石
彫
刻
の
第
一
人
者
と
し
て
尊
敬
を
集

め
九
一
歳
の
長
寿
を
全
う
し
た
。

＊
長
谷
鉄
男
氏
・
八
代
修
次
氏
論
文
か
ら
引
用
・
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

四
海
四
四
歳
、
正
信
二
八
歳
の
作
品
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
代
表
作
で
あ
る
。
ロ
ダ
ニ
ズ
ム
を
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
内
在
さ
せ
、
浮
彫
り
、
牙
彫
り
の
伝
統
技
法
を
駆
使
し
独
自
の
大
理
石
彫
刻
を
具
現
化
し
た
四

海
と
、
そ
の
作
風
の
上
に
量
感
を
出
し
、
新
た
な
女
性
美
の
表
現
に
挑
ん
だ
若
き
継
承
者
、
正
信
。
魂
の
継
承

が
こ
の
二
つ
の
作
品
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
二
人
の
墓
は
晩
年
の
四
海
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
神
奈
川

県
の
三
浦
三
崎
の
「
桜
の
御
所
」
に
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
園
賢
一 

（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
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北村正信（きたむら・まさのぶ／1889-1980年）

新潟生れの彫刻家。北村四海の嗣子（四海の
甥）。1911 年文展に初入選。15 年文展三等。
18 年文展で特選。以後無鑑査となり文展審査
員。戦後は日展審査員・評議員として活躍した。
80 年没。91 歳。

北村正信 《若い女》

大理石　63.0 × 34.0 × 42.0 ㎝　1917 年

北村四海（きたむら・しかい／ 1871-1927 年）

長野生れの彫刻家。1893 年上京し島村俊明に牙
彫を学ぶ。99 年頃から大理石彫刻を試み、1900
年渡仏。帰国後は日本大理石彫刻の第一人者とし
て活躍。07年の霞事件は有名。代表作に《春秋》《イ
ヴ》《凡てを委ねる》。27 年没。56 歳。

北村四海 《イヴ》

大理石　63.0 × 45.0 × 53.0 ㎝　1915 年
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こ
の
作
品
の
情
報
を
旧
知
の
画
商
か
ら
聞
い
た
時
は
、「
本
当
だ
ろ
う
か
？
」
と
の
驚
き
と
、
あ
の
「
栄
光
と

風
評
に
包
ま
れ
た
悲
運
の
鬼
才
」に
思
い
を
馳
せ
た
も
の
だ
。
作
品
を
実
見
し
た
時
の
感
動
は
今
も
鮮
明
で
あ
る
。

本
当
に
立
っ
て
い
る
の
だ
！　

ま
た
平
成
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
戸
田
海
笛
展
（
米
子
市
美
術
館
）
に
新
発
見

と
し
て
出
品
さ
れ
た
《
曠
野
》
大
正
七
年
作
と
同
型
同
大
の
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
！

　

戸
田
海
笛
に
つ
い
て
は
越
河
繁
明
氏
の
『
戸
田
海
笛
』（
立
花
書
院
）
が
唯
一
の
評
伝
で
あ
る
。
ま
た
藤
田
嗣

治
や
薩
摩
治
郎
八
関
連
の
本
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
特
異
な
活
躍
は
当

時
の
邦
人
留
学
作
家
か
ら
も
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間

違
い
な
い
。
し
か
し
生
活
の
た
め
、
渡
仏
し
て
か
ら
の
活
躍
の
中
心
は
日
本
画
で
あ
り
、
本
来
の
彫
刻
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
パ
リ
で
自
立
で
き
た
数
少
な
い
作
家
で
あ
っ
た
し
、
き
っ
と
近
い
将
来
、
本
来
の
目

的
で
あ
る
木
彫
で
フ
ラ
ン
ス
に
美
術
革
命
を
起
こ
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
…
…
。
滞
欧
中
弟
子
へ
の
手
紙
に

こ
う
あ
る
。「
西
欧
は
絵
も
彫
刻
も
全
部
行
き
詰
っ
て
ま
す
か
ら
、
将
来
は
木
彫
の
世
界
で
す
。
今
に
見
て
い
て

く
れ
。
木
彫
は
形
で
な
く
、気
持
ち
の
表
現
で
東
洋
的
で
す
」
…
…
と
。
そ
し
て
四
二
歳
と
い
う
若
さ
で
客
死
し
、

現
在
は
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
作
品
を
含
め
現
存
確
認
さ
れ
て
い
る
海
笛
の
作
品
は

二
〇
点
く
ら
い
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
大
正
期
に
本
気
に
な
っ
て
木
彫
で
西
欧
に
殴
り
込
み
を
か

け
た
彫
刻
家
が
存
在
し
た
」
と
い
う
事
実
は
、
日
本
の
彫
刻
史
に
記
憶
さ
れ
て
い
い
と
思
う
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
戸
田
海
笛
《
曠
野
》

伝
説
の
木
彫
家

戸田海笛（とだ・かいてき／ 1888-1931 年）

鳥取生れの彫刻家。1909 年上京し、米原雲
海に入門し内弟子となる。東京美術学校の聴
講生となり、岡倉天心の指導も受けた。15 年
文展にて木彫《サロメ》が初入選、以後入選
を重ねる。23 年渡仏し、志半ばで客死。42 歳。

戸田海笛 《曠野》

木　74.0 × 16.0 × 20.0 ㎝　1918 年頃
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今
か
ら
一
〇
年
前
く
ら
い
に
な
ろ
う
か
。
土
方
の
最
初
期
の
マ
ス
ク
ブ
ロ
ン
ズ
が
旧
知
の
画
廊
に
置
い
て
あ
っ

た
。
と
に
か
く
イ
イ
の
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
の
年
記
と
と
も
に
力
強
く
久
功
と
刻
銘
し
て
あ
る
。
ほ
と
ん
ど

記
録
に
残
っ
て
い
な
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
最
近
、
一
九
九
一
年
に
世
田
谷
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
土
方
久

功
展
の
担
当
者
で
あ
る
清
水
久
夫
氏
と
連
絡
が
取
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
頂
い
た
。
清
水
氏
は
土
方
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、『
土
方
久
功
日
記
』
を
翻
訳
し
世
に
送
り
出
す
と
い
う
学
芸
員
と
し
て
ま
た

民
族
学
者
と
し
て
非
常
に
重
要
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
学
芸
員
の
鏡
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
若

き
学
芸
員
諸
氏
も
展
覧
会
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
ま
で
触
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
清
水
氏
の
お
手
紙
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
ご
所
蔵
の
マ
ス
ク
、
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
に
貴
重
な
作
品
で
、
も
し
わ
か
っ
て
い
た
ら
世
田
谷
美

術
館
で
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
か
っ
た
で
す
。
敬
子
夫
人
も
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
南
洋
へ
行
く
と
き
に

親
し
い
人
た
ち
に
作
品
を
預
け
て
い
た
の
で
す
が
、
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
こ
の
作
品
が
残
っ
て
い
た
の
か
不
思
議
で
す
。『
土
方
久
功
日
記
』
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
、

ま
た
久
功
を
取
り
上
げ
る
著
書
、
論
文
も
刊
行
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
再
び
、
こ
の
作
品
に
も
光
が
あ
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
土
方
久
功
《
マ
ス
ク
》

最
初
期
の
マ
ス
ク

土方久功（ひじかた・ひさかつ／1900-1977年）

東京生れの彫刻家。詩人、民族学者としても有名。
1924 年東京美術学校卒。二科展、院展に石膏
彫刻出品。29年パラオに渡り各島の調査研究（南
洋庁）。44 年帰国後は、南洋に取材したテーマ
で個性的な木彫レリーフを制作。77年没。77歳。

土方久功 《マスク》

ブロンズ　27.0 × 10.0 × 11.0 ㎝　1924 年
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大
正
期
に
活
躍
し
た
院
展（
木
彫
）の
鬼
才「
川
上
邦
世
」の
名
を
知
る
人
は
少
な
い
。
そ
ん
な
中
、二
〇
一
〇
年
、

群
馬
県
立
館
林
美
術
館
で
中
平
四
郎
展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
神
尾
玲
子
学
芸
員
の
懸
命
な
調
査
に
よ
っ

て
、
中
の
師
匠
で
あ
る
川
上
邦
世
の
作
品
が
一
一
点
見
つ
か
っ
た
。
快
挙
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
唯
一
の
男
性

像
で
あ
り
、
鬼
気
迫
る
オ
ー
ラ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
両
面
を
醸
し
出
す
邦
世
ら
し
い
貴
重
な
優
品
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
ま
だ
ま
だ
邦
世
の
全
貌
に
は
程
遠
い
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
作
品
を
入
手
し
た
の
は
、
平
塚
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
河
野
通
勢
展
（
二
〇
〇
八
年
）

で
の
折
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
画
商
Ｓ
氏
か
ら
川
上
邦
世
の
話
が
出
さ
れ
、
意
気
投
合
し
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
私
も
埋
没
院
展
彫
刻
家
の
発
掘
顕
彰
を
し
て
い
た
の
で
、
彼
の
所
蔵
し
て
い
る
作
品
を
見
た
い
と
お

願
い
し
自
宅
ま
で
押
し
掛
け
た
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
三
〇
セ
ン
チ
の
天
平
美
人
を
思
わ
せ
る
大
作
と
こ

の
武
人
像
が
あ
っ
た
。
女
性
像
は
邦
世
の
代
表
的
作
風
で
あ
り
院
展
史
で
お
馴
染
み
の
感
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

武
人
像
に
は
驚
い
た
。
第
一
印
象
は
鉄
人
28
号
だ
っ
た
。「
い
い
作
品
だ
ろ
う
」
と
Ｓ
氏
。
背
景
に
は
「
魔
驅
」

と
彫
っ
て
あ
る
。
魔
を
駆
除
し
よ
う
と
正
義
の
男
が
仁
王
立
ち
し
て
い
る
の
だ
。
私
は
即
座
に
言
っ
た
、「
売
っ

て
下
さ
い
」
と
。
そ
し
て
、幸
運
に
も
先
の
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
の
「
中
平
四
郎—

師
、川
上
邦
世
と
と
も
に
」

展
と
、
小
平
市
平
櫛
田
中
美
術
館
の
「
岡
倉
天
心
と
日
本
彫
刻
会
」
展
の
二
つ
の
展
覧
会
に
お
呼
ば
れ
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
川
上
邦
世
《
魔
驅
》

鬼
才
の
鉄
人
28
号

川上邦世（かわかみ・くによ／1886-1925年）
東京生れの彫刻家。1906年東京美術学校卒。
高村光雲に師事。07年第１回文展に出品。16
年院展に初入選し、戸張孤雁、中原悌二郎と
ともに院友推挙。18年院展試作展にて奨励賞。
25年没。39歳。弟子に中平四郎などがいる。

川上邦世 《魔驅》

木　45.0 × 16.0 × 20.0 ㎝　大正末期
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平
成
一
二
年
一
月
、
絵
の
代
金
を
払
い
に
Ｇ
画
廊
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
素
晴
ら
し
い
婦
人
頭
部
の
ブ
ロ
ン
ズ

を
見
た
。
一
目
ぼ
れ
で
あ
っ
た
。
院
展
彫
刻
の
風
雲
児
で
あ
り
、
東
洋
人
と
し
て
初
め
て
ブ
ー
ル
デ
ル
教
室
の

塾
頭
を
務
め
た
俊
英
で
あ
る
。
師
か
ら
学
ん
だ
簡
明
で
堅
固
な
構
築
性
に
、
独
自
の
研
究
で
会
得
し
た
古
代
ギ

リ
シ
ア
彫
刻
を
融
合
さ
せ
た
ロ
マ
ン
漂
う
作
風
は
、
当
時
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。
今
で
も
そ
の
魅
力
は
色

褪
せ
な
い
。
帰
国
後
、
そ
の
作
風
の
完
成
の
矢
先
に
チ
フ
ス
で
夭
折
し
て
し
ま
っ
た
。
享
年
四
七
歳
。

　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
岡
谷
美
術
考
古
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
四
年
に
岡
谷
市
が
夭
折
し

た
武
井
作
品
を
永
久
保
存
す
る
た
め
に
ブ
ロ
ン
ズ
化
し
た
貴
重
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

私
の
好
き
な
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
も
似
て
い
る
引
き
締
ま
っ
た
唇
か
ら
漏
れ
る
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
と
大

ぶ
り
で
気
品
溢
れ
る
柔
ら
か
さ
は
、
留
学
中
の
作
品
と
は
い
え
、
武
井
独
自
の
模
索
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

美
の
源
流
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
と
巨
匠
ブ
ー
ル
デ
ル
の
狭
間
で
、
武
井
は
何
を
考
え
、
何
を
な
そ
う
と
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
声
な
き
声
を
彼
女
は
囁
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
武
井
作
品
は
三
点
と
な
っ
た
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
武
井
直
也
《
女
の
首
》

初
め
て
買
っ
た
彫
刻

武井直也（たけい・なおや／ 1893-1940 年）

長野生れの彫刻家。1914 年戸張孤雁に師事。
18 年院展初入選。20 年東京美術学校卒。24 〜
27 年渡仏。ブールデルに師事。院展に滞仏作出
品。32 年日本美術院同人。36 年日本彫刻協会
創立に参加。40 年腸チフスにて急逝。47 歳。

武井直也 《女の首》

ブロンズ　30.0 × 12.0 × 13.0 ㎝　1925 年頃 （1969 年鋳造）
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平
成
二
二
年
四
月
二
日
午
後
九
時
葉
山
某
所
に
て
、《
井
原
氏
の
顔
》
を
受
け
取
っ
た
。
薄
暗
い
交
差
点
の
隅
っ

こ
で
、
ず
っ
し
り
し
た
古
い
箱
を
受
け
取
り
、
お
も
む
ろ
に
蓋
を
開
け
「
首
」
を
確
認
し
「
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
」「
た
し
か
に
…
…
」
と
、
ま
る
で
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。
ま
だ
肌
寒
い
湘
南
の
夜
の
出

来
事
で
あ
っ
た
。
今
で
も
夢
の
中
の
話
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
の
旧
蔵
者
は
建
畠
覚
造
氏
で
あ
る
。
昭
和
四
六
年
に
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展

覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。
図
版
解
説
に
は
こ
う
記
し
て
あ
る
。「
大
夢
の
塾
展
と
も
い
う
べ
き
直
土
会
第
一
回
展
に

井
原
氏
の
体
と
と
も
に
出
品
さ
れ
た
。
い
ま
そ
の
所
在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
首
の
み
で
あ

る
が
晩
年
の
傑
作
で
あ
る
。
以
前
の
作
品
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
文
学
的
な
寓
意
を
排
し
、
彫
刻
的
な
表
現
に

徹
し
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
か
な
造
型
性
を
獲
得
し
て
い
る
」
…
…
絶
賛
で
あ
る
。
こ
の
《
井
原
氏
の
顔
》
を

見
た
友
人
達
は
口
を
揃
え
て
「
こ
れ
ぞ
彫
刻
だ
！
」
と
叫
ば
れ
る
。
青
年
の
心
理
造
型
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て

い
る
日
本
版
の
若
き
カ
フ
カ
ス
人
が
こ
の
井
原
氏
の
顔
と
も
言
え
よ
う
。
彫
刻
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、
そ
し

て
誤
魔
化
し
の
一
切
効
か
な
い
本
当
の
人
物
造
型
彫
刻
で
あ
る
。
大
夢
の
底
し
れ
ぬ
実
力
が
空
恐
ろ
し
い
く
ら

い
で
あ
る
。
親
友
の
北
村
西
望
曰
く
…
…
「
未
曾
有
の
大
天
才
が
天
か
ら
降
っ
て
き
た
、
彫
塑
界
の
驚
異
で
あ

り
大
先
輩
の
大
敵
で
あ
っ
た
」。こ
の
賛
辞
も
う
な
ず
け
る
。大
夢
の
集
大
成
と
も
い
え
る
晩
年
の
代
表
作
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
建
畠
大
夢
《
井
原
氏
の
顔
》

造
型
彫
刻
の
真
髄

建畠大夢（たてはた・たいむ／ 1880-1942 年）

和歌山生れの彫刻家。京市美入学後、1907年に東
京美術学校に転入。08年に文展三等初入選。17
年「八つ手会」、21年「曠原社」を結成。20年東
美教授。朝倉文夫、北村四海と共に官展三羽烏と
目された。彫刻家の覚造は長男。42年没。62歳。

建畠大夢 《井原氏の顔》

ブロンズ　45.0 × 20.0 × 18.0 ㎝　1941 年
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平
成
二
三
年
八
月
、菊
池
一
雄
の
代
表
作
を
入
手
で
き
た
。
第
一
六
回
新
制
作
展
の
出
品
作
で
あ
り
唯
一
の
鉛
・

銀
鍍
金
と
い
う
野
心
作
で
も
あ
る
。な
ぜ
鉛
な
の
か
。そ
れ
は
鋳
造
後
に
手
を
加
え
る
の
が
容
易
で
あ
る
か
ら
だ
。

お
そ
ら
く
作
家
自
身
が
鋳
造
し
手
を
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
対
す
る
作
家
の
特
別
な
思
い
が
感
じ
ら

れ
る
。
菊
池
を
よ
く
知
る
人
物
評
…
…
〈
高
田
博
厚
〉
日
本
美
術
家
に
欠
け
て
い
る
「
感
性
を
通
し
て
の
知
性
」

を
持
っ
て
い
る
。〈
堀
内
正
和
〉
菊
池
は
眼
が
よ
か
っ
た
。〈
本
郷
新
〉
絵
画
的
彫
刻
が
は
ん
ら
ん
し
て
い
る
が
、

菊
池
さ
ん
の
作
品
は
い
つ
で
も
立
体
と
し
て
の
彫
刻
に
な
っ
て
い
る
。
具
象
抽
象
を
問
わ
ず
絵
画
的
彫
刻
は
愛

想
は
い
い
が
頼
り
な
い
。
彫
刻
は
無
愛
想
で
い
い
の
だ
。

　
「
立
体
と
し
て
の
彫
刻
」
を
日
本
近
代
彫
刻
史
に
据
え
置
い
た
彼
の
力
量
は
、
世
間
の
人
の
あ
ま
り
気
付
か
な

い
立
派
な
業
績
で
あ
る
。〈
舟
越
保
武
〉
私
が
一
つ
考
え
る
間
に
彼
は
十
、二
十
も
考
え
予
想
し
、
計
算
し
、
そ

れ
を
熟
考
し
制
作
す
る
、
恐
ろ
し
い
ひ
と
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
を
私
は
他
に
知
ら
な
い
ほ
ど
で
す
。〈
柳
原
義
達
〉

デ
ス
ピ
オ
の
名
は
、
自
然
を
探
り
、
自
然
を
愛
し
、
そ
れ
を
音
楽
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
造
形
家
と
し
て
最
も

新
鮮
な
感
動
に
満
ち
て
い
た
。
菊
池
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
デ
ス
ピ
オ
に
近
い
作
家
で
し
ょ
う
。〈
今
泉
篤

男
〉
日
本
で
初
め
て
彫
刻
家
ら
し
い
彫
刻
家
の
作
品
に
接
し
た
。
私
は
菊
池
の
作
品
の
モ
ド
レ
（
肉
付
け
）
の

美
し
さ
に
驚
嘆
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
言
葉
の
中
に
「
肉
付
け
は
彫
刻
家
の
心
だ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

菊
池
の
肉
付
け
は
愛
情
の
こ
も
っ
た
肉
付
け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
愛
情
は
抑
制
さ
れ
た
愛
情
で
あ
る
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
菊
池
一
雄
《
若
い
女
Ｂ
》

立
体
と
し
て
の
彫
刻

菊池一雄（きくち・かずお／ 1908-1985 年）

京都生まれの彫刻家。藤川勇造に師事。東大在学
中の1930年二科初入選。36年渡仏。デスピオに
師事。帰国、新制作に出品。戦後京市美教授、48
年には第１回毎日文化賞、49年には毎日出版文化
賞。52〜76年東京藝大教授。85年没。76歳。

菊池一雄 《若い女Ｂ》

ブロンズ　32.0 × 17.0 × 16.0 ㎝　1952 年
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平
面
、
立
体
の
境
な
く
現
代
ア
ー
ト
の
く
く
り
で
表
現
さ
れ
る
昨
今
の
実
情
は
別
と
し
て
、
我
が
国
で
は
概

し
て
「
彫
刻
」
展
が
少
な
い
と
感
じ
る
。
作
品
を
作
り
上
げ
る
労
力
は
絵
画
も
彫
刻
も
一
緒
と
言
い
な
が
ら
、

や
は
り
一
点
の
彫
刻
を
作
る
た
め
に
は
想
像
を
超
え
て
大
変
な
意
識
と
労
力
が
伴
う
。
そ
こ
に
原
因
の
一
つ
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
彫
刻
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
作
家
や
作
品
の
記
憶
が
遠
く
へ
去
っ
て
い
く
速
さ
へ
の

恐
怖
を
感
じ
る
の
は
何
故
か
。

　

柳
原
義
達
の
彫
刻
が
一
番
好
き
。
何
か
肌
に
合
う
。
肌
に
合
う
と
は
？
と
聞
か
れ
る
と
困
る
が
、
こ
の
《
赤

毛
の
女
》
に
し
て
も
、
手
元
に
あ
る
《
立
女
》
や
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
モ
デ
ル
た
り
し
男
》
に
し
て
も
、
と
つ
と

つ
と
し
た
不
明
確
な
細
部
が
寄
り
合
わ
さ
っ
て
立
つ
塊
か
た
ま
りに
、
む
し
ろ
肌
合
い
の
滑
ら
か
な
写
実
が
前
に
立
つ
彫

刻
や
絵
画
以
上
に
、
内
な
る
心
の
響
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
文
を
書
く
途
中
で
、「
自
然
に
内
在
す
る
量
の

移
動
、
量
と
量
の
ひ
し
め
き
」
と
い
う
造
形
要
素
に
よ
っ
て
対
象
の
内
的
な
生
命
観
を
強
く
打
ち
出
す
、
と
い

う
言
葉
に
出
会
っ
た
が
き
っ
と
そ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

造
る
側
の
理
屈
と
、
見
る
側
の
感
性
が
素
晴
ら
し
く
混
ざ
り
合
う
と
こ
ろ
に
「
感
動
」
が
生
ま
れ
る
。
ど
ち

ら
か
が
欠
け
て
も
そ
れ
は
な
い
。
造
る
側
も
見
る
側
も
一
生
の
闘
い
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
「
修
行
」
が
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
就
は
創
る
側
と
同
様
に
負
う
厳
し
い
眼
を
養
う
道
程
の
結
果
。

（
二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日
記
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
〇
日
補
記
）

木
村
悦
雄
・
正
子
（
千
葉
県
千
葉
市
）

■ 
柳
原
義
達
《
赤
毛
の
女
》

ど
ん
ど
ん
記
憶
が
遠
く
へ
去
っ
て
い
く
よ
う
で
…
…
彫
刻
と
い
う
も
の

柳原義達（やなぎはら・よしたつ／ 1910-2004 年）

神戸市生れ。1936 年東京美術学校彫刻科卒。
文展入選、国画会受賞。39 年新制作派協会彫
刻部創立。52 〜 57 年滞欧。56 年高村光太郎
賞、74 年中原悌二郎賞大賞。70 年日大芸術学
部教授。96 年文化功労者。2004 年没。94 歳。

柳原義達 《赤毛の女》

ブロンズ　67.0 × 17.0 × 14.0cm　1956 年
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メ
ス
が
オ
ス
を
押
さ
え
込
ん
で
い
る
。
オ
ス
は
割
れ
目
の
あ
る
た
わ
ん
だ
球
形
の
中
で
串
刺
し
に
さ
れ
、
そ

の
動
き
は
極
度
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
オ
ス
は
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
だ
。
ビ
ッ
キ
の
木
面
シ
リ
ー

ズ
は
そ
の
造
形
の
中
に
、
生
物
学
の
根
本
原
理
〈
メ
ス
と
オ
ス
〉〈
女
と
男
〉
が
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
て

お
り
非
常
に
興
味
深
い
。

　

福
岡
伸
一
氏
の
問
題
作
『
で
き
そ
こ
な
い
の
男
た
ち
』（
光
文
社
）
は
、
刺
激
的
な
内
容
だ
。

　
「（
抜
粋
）
…
…
生
物
の
基
本
仕
様
は
女
で
あ
り
、
無
理
や
り
作
り
変
え
た
も
の
が
男
で
あ
り
遺
伝
子
の
使
い

走
り
と
し
て
の
用
途
の
た
め
に
女
が
産
み
出
し
た
の
だ
…
…
遺
伝
子
を
運
び
終
わ
っ
た
オ
ス
に
ま
だ
使
い
道
が

あ
る
…
…
そ
れ
は
今
日
、
女
た
ち
は
男
に
、
子
育
て
の
た
め
の
家
を
つ
く
ら
せ
、
家
を
暖
め
る
た
め
の
薪
を
運

ば
せ
、
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
は
男
の
最
重
要
の
仕
事
と
な
っ
た
…
…
男
た
ち
は
女
た
ち
の
た
め
に
薪
や
食
糧
、

珍
し
い
も
の
、美
し
い
も
の
、面
白
い
も
の
を
求
め
て
野
外
に
出
た
。
そ
し
て
今
度
は
男
た
ち
が
気
づ
い
た
の
だ
。

余
分
に
得
ら
れ
た
時
に
は
こ
っ
そ
り
ど
こ
か
女
た
ち
が
知
ら
な
い
場
所
に
隠
し
て
お
け
ば
い
い
こ
と
を
」。

　

余
剰
で
あ
る
。
メ
ス
の
使
い
走
り
と
し
て
、せ
め
て
も
の
代
償
と
し
て
オ
ス
が
手
に
入
れ
た
の
が
余
剰
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
蒐
集
と
い
う
行
為
は
生
ま
れ
た
。
皮
肉
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
オ
ス
の
遺
伝
子
の
為
せ
る
業

で
あ
っ
た
の
だ
！　

世
の
奥
様
た
ち
、
ど
う
か
ご
寛
容
の
ほ
ど
を
。

平
園
賢
一
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

■ 
砂
澤
ビ
ッ
キ
《
木
面
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砂澤ビッキ（すなざわ・びっき／ 1931-1989 年）

旭川市生れの彫刻家。1953 年土産物の木彫に
従事。55 年モダンアート展で絵画が入選。翌
56 年に彫刻に転向し、大胆にして繊細、原始
的にしてモダンなビッキ独自の作風を確立。世
界的に高い評価を受けた異才。89 年没。57 歳。

砂澤ビッキ 《木面》

木　55.0 × 22.0 × 12.0 ㎝　1975 年


